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Ⅰ　はじめに
　子どもの自尊感情については，時代ごとの子ども
たちの姿や課題に照らし合わせ，研究者のみならず
教員や保護者がどのように子どもの自尊感情を育成
していくかという観点から長年検討されてきた（勝
浦，2015）。近年では，福岡県が，「福岡がめざす子
ども」として，「学ぶ意欲」「自尊感情」「規範意識」
「体力等」を高めることを提言し，大学との連携の
もと，「福岡がめざす子ども尺度」の作成を行って
いる（兄井・須﨑， 2013）。また，東京都教職員研
修センター（2012）も大学との連携により，「子ど
もの自信，やる気，確かな自我を育てるため」とし
て自己評価シート「自尊感情測定尺度（東京都版）」
を開発した。これらのシートは東京都の学校現場だ
けでなく，子どもの自尊感情尺度として広く研究に
も活用されている（田島・奥住，2013）。
　勝浦（2016）は，保育者，友達との関わりから，
集団における 5 歳児の自尊感情の育ちについて事例
研究を行い，「葛藤体験を乗り越える経験が自尊感
情を育む」「葛藤体験を乗り越える際には共感して
くれる友達や保育者の支えが必要である」「自分や
友達のよさに気付く経験が自尊感情の育ちにつなが
る」「保育者の関わり方は子どものその後の経験に
影響する」「子どもの自尊感情を育む際には，保護
者の自尊感情に配慮することが必要である」の 5 つ
の事柄を明らかにしている。子どもの自尊感情の育
ちについて考える時，周囲の大人や子ども同士の関
わりが重要であることは明らかであるが（近藤，
2010），幼児の自尊感情についての研究は少なく，
幼児用自尊感情尺度はわずかしか開発されていな
い。幼児の自尊感情の育ちを気にかけ，育んでいこ
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うとする保育，養育を行うためには，保育者，保護
者が気軽に使用できる幼児用自尊感情尺度の開発が
望まれる。
　自尊感情については，先にも述べた通り，多くの
研究がなされているが，その定義は研究者によって
様々であり，定義の整理が十分でない。また，現在
確認されている幼児用自尊感情尺度が普及していな
いことから，現存尺度における課題の検討を行う必
要がある。
　そのことを鑑み，本稿では，「自尊感情」という
言葉がどのような意味合いをもって定義づけられて
いるのかを探るとともに，現在確認されている幼児
用自尊感情尺度について文献の検討を行う中で，そ
の特徴や課題について明らかにし，幼児を対象とし
た自尊感情尺度の開発につなげることを目的とする。
Ⅱ　方法
１．対象文献の選定
１）自尊感情の定義
 　自尊感情（Self-esteem）に関する書籍は数多く出
版されている。書籍の著者は，その中で「自尊感情」
の定義を明確にし，それに沿って持論を述べている。
本稿では，各著者の持論も踏まえて自尊感情の定義
を概観するため，書籍を中心に対象文献を選定した。
また，「自尊感情」は，「Self-esteem」の訳語の一つ
であることを考慮し，「Self-esteem」の和訳として
よく用いられる「自尊心」についても同義と考え，
その定義について整理した。
２）幼児の自尊感情尺度
　論文検索サイトのサイニー（CiNii Articles）およ
びグーグルスカラ （ーGoogle Scholar）で「幼児」，「自
尊感情尺度」と入力し検索した後，幼児（4 歳，5 歳）
の自尊感情尺度に関する文献を抽出し，整理した。
Ⅲ　結果と考察
１　自尊感情の定義
　自尊感情の定義について，著者ごとに整理した（表
1）。その中で，「自己評価」，「肯定的」，「価値」，「2
つの側面」，「自己受容」の 5 つのキーワードが得ら
れた。
　ジェームズ（1892）は，自尊感情について，現実
と想像する可能性（願望）について触れ，「どんな
に現実で成功しても，想像する可能性（願望）が大
きければ大きいほど満足感や達成感が得られること
がなく，自尊感情に結びつくことはない」とした。
それにより，自尊心の構造として，願望を分母，成
功を分子とする理論をあげている。これは，自分の
成し得たことをどのように評価するかによって自尊
感情の高さが変わるということ，つまり，自尊感情
には「自己評価」が関係していることを示唆してい
ると考えられる。また，A.W. ホープ（1988）は「個
人の自尊心は，本人についての客観的情報とその情
報に基づいて本人が行う主観的評価の組み合わせに
よって構成されている」とし，「知覚された自己
（perceived self）と理想の自己（ideal self）の 2 つの
面から検討することができる」としている。「自尊
心の程度は，知覚された自己，言い換えると自己概
念（自己についての客観的見方）と理想の自己（そ
の人が価値をおいていること，またはそうありたい
と思っていること）との間のずれから捉えることが
できる」と述べている点から，W. ジェームズ（1892）
の成功と願望の理論に近いものであると考えられ
る。これらの他，遠藤（1999），新谷（2017）も「自
己に対する評価感情で，自分自身を価値あるものと
する感覚（遠藤，1999）」，「自己に対する肯定的な
評価や感情（新谷，2017）」というように「評価」
を肯定的な文言とともに用いている。同様に，園田
（2007）も「自分に対する肯定的感情」として「肯
定的」という文言を使用している。また，遠藤（1999）
のように，「価値」という言葉も多く見られ，「自己
概念と結びついている自己の価値と能力の感覚（遠
藤，1992）」，「自分自身を価値あるものとして感じ
ること（中間，2016）」，「自分を好ましいと感じ，
価値ある存在だと思う程度（新谷，2017）」など，
自己評価と自己に価値を見いだすことを関連させて
定義づけている。
　自尊感情尺度でよく知られる M. ローゼンバーグ
（1965）は，自尊感情を「自己に対する肯定的また
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は否定的な態度を指す」とし，「とてもよい（very 
good）」と「これでよい（good enough）」の「2 つの
側面」をあげ，「これでよい（good enough）と感じ
ることが自尊感情の高さを示す」としている。近藤
（2007）は，ローゼンバーグのこの理論をもとに，「他
者との相対的な優劣で高まったり低まったりする社
会的自尊感情」と「絶対的，無条件に自らの存在を
認める基本的自尊感情」という 2 つの領域について
述べ，「両方をバランスよく育てることが大切であ
る」としている。山崎（2017）は，「内発的動機づけ，
自己信頼心，他者信頼心のすべてが高まった性格で
ある自律的自尊感情」と「脆く不安定な自尊感情で
ある他律的自尊感情」があるとしている。その上で，
「自律的自尊感情は非意識でしかはかれない」とし，
乳幼児期の親子の関わりや学校教育の中で育んでい
く重要性を説いている。
　また，遠藤（1992）が，「人が持っている自尊心
（Self-respect），自己受容（Self-acceptance）などを
含め，自分自身についての感じ方」と述べているよ
うに，「自己受容」の概念も見受けられる。古荘（2009）
は，「外見・性格・特技・長所短所・自分の持って
いる病気やハンディキャップなどすべての要素を包
括した意味での自分を，自分自身で考えるという意
味である」と述べているが，これも，自己受容と同
義であると言える。
表 1　SELF-ESTEEM の定義
著　者
（ ）は訳者
訳 定　義
書　籍
（ ）は和訳書名
発行年
（ ）は和訳発行年
a
W. ジェームズ
（今田　寛）
自尊感情・
自尊心
何になり，何をすることに自らを賭けるかにまったく依存し，われ
われの現実とわれわれの想像する可能性との比，すなわちわれわれ
の願望を分母とし，成功を分子とする分数によって決定される。（自
尊心＝成功 / 願望）
心理学原理
（心理学）
1892
（1992）
b M . ローゼンバーグ 自尊感情
自分に対する肯定的または否定的な態度を指す。肯定的態度は「と
てもよい（very good）」と「これでよい（good enough）」という 2
つの側面をもつ。自分自身を「これでよい（good enough）」と感じ
ることが自尊感情の高さを示す。
Society and the
Adolescent
Self-Image
1965
c
A.W . ホープら
（高山厳ら）
自尊心
自尊心とは，自己概念に含まれている情報を評価することであり，
今の自分に関するすべての事柄について自分が抱いている感情から
出てくるものである。また，知覚された自己と理想の自己の 2つの
面から検討することができる。
SELF-ESTEEM ENHANCEHENT 
WITH CHILDREN AND 
ADOLESCENTS
（自尊心の発達と
認知行動療法）
1988
（1992）
d 遠藤辰雄 自尊感情
人が持っている自尊心（Self-respect），自己受容（Selfacceptance）
などを含め，自分自身についての感じ方をさしている。自己概念と
結びついている自己の価値と能力の感覚（感情）である。
セルフ・エスティー ム
の心理学
1992
e 遠藤由美 自尊感情
自己に対する評価感情で，自分自身を基本的に価値あるものとする
感覚。
心理学辞典 1999
f 近藤　卓 自尊感情
自尊感情には他者との相対的な優劣で高まったり低下したりする社
会的自尊感情と , 絶対的，無条件に自らの存在を認める基本的自尊
感情という２つの領域があり，この両方をバランスよく育てること
が大切である。
児童心理７月号 2007
ｇ 園田雅代 自尊感情
自分に対する肯定的感情であり，自分について，それなりの能力と
よい面をもった大切な存在とする感覚のことである。
児童心理７月号 2007
ｈ 古荘純一 自尊感情
外見・性格・特技・長所短所・自分の持っている病気やハンディキャッ
プなどすべての要素を包括した意味での自分を，自分自身で考える
という意味である。
日本の子どもの自尊
感情はなぜ低いのか
2009
i 中間玲子 自尊感情
esteem を自分に対して感じること，すなわち，自分自身を自ら価
値あるものとして感じること
自尊感情の心理学 2016
j 新谷　優 自尊心
自尊心とは，自分自身を全体的に捉えたときに，自分を好ましいと
感じ，価値ある存在だと思う程度のことであり，自己に対する肯定
的な評価や感情のことを言う。
自尊心からの解放 2017
k 山崎勝之 自尊感情
内発的動機づけ，自己信頼心，他者信頼心のすべてが高まった性格
である自律的自尊感情と 3つの要素が全て低まった自尊感情である
他律的自尊感情がある。また，自律的自尊感情は非意識である。
自尊感情革命 2017
書籍をもとに勝浦が作成
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２　幼児用自尊感情尺度
　現在確認できる幼児用自尊感情尺度を抽出したも
のを表 2 に示す。4 つの幼児用自尊感情尺度のうち，
「（ア）幼児の有能感と社会的受容感の測定尺度」，
「（イ）日本版絵画式自己概念スケール：幼児編」の
2 つは，「実験者から絵カードを見せられながら，
絵が意味するものの説明を受け，2 つの絵のうち，
自分にあてはまると思う一方の絵を選択し，さらに，
自分が当てはまると思う大きさの円を選ぶ」というもの
であった。2 つとも，Harter ＆ Pike（1984）「Pictorial 
scale of Perceived Competence and Social Acceptance 
for Young Children」（絵画式自己概念スケール）幼
児用を基に作成されており，他者の手を借りて行う
自己評価式であるため，（ア），（イ）は類似した尺
度であるとみなす。ここでは，「（ア）幼児の有能感
と社会的受容感の測定尺度」，「（ウ）幼児用自尊心
スケール」「（エ）自尊感情の傾向を把握するための
他者評価シート」の 3 つの尺度について内容確認を
行う。
表 2　幼児用自尊感情尺度
尺度名 概要 形式 項目数 件法 開発年 掲載誌 作成者 対象 基となる既存の尺度
ア
幼児の有能感
と社会的受容
感の測定尺度
絵を用いた自己評価式で，
幼児は実験者の手を借り
ながら自己評価を行う。
各項目の絵は，1枚のカー
ドに 2 つの絵が描かれ，2
つの絵のそれぞれの下に
大小 2 つの円が描かれて
いる。円の上に描かれて
いる行動の程度や頻度を
円の大きさによって表現
している。
他者の手
を借りて
行う自己
評価式
30 4 1984
教育心理
学研究第
33 巻
桜井・
杉原
幼稚園年
長児
Harter ＆ Pike（1984）
「Pictorial scale of 
Perceived Competence
and Social Acceptance 
for Young Children」
（絵画式自己概念ス
ケール）幼児用
イ
日本版絵画式
自 己 概 念 ス
ケール：幼児
編
前田がHarter ＆ Pike
（1984）のスケールを翻訳
し，英語担当講師，英国
人講師 ,  保母および幼稚
園教諭のアドバイスを得
て作成したもの。手続き
はアと同様。
他者の手
を借りて
行う自己
評価式
24 4 1996
茨城県立
医療大学
紀要第１
巻
前田・
上田
月齢 47
～ 83ヶ
月，平均
76.7ヶ月
Harter ＆ Pike（1984）
「Pictorial scale of
Perceived Com petence 
and Social Acceptance 
for Young Children」
（絵画式自己概念ス
ケール）幼児用
ウ
幼児用自尊心
スケール（質
問紙との併用）
遠 藤（1981） の S-E-I 型
（23 項目）を幼児，児童
の生活経験に合わせて表
現をかえ，さらに項目分
析により低い相関値を示
す 4項目をはずし 19 項目
に構成し直した質問紙と，
4 つの大きさの異なる円
のいずれが自分かを位置
づけさせる SECT（Self-
Esteem Circle Test）の 2
種類を分析対象の尺度と
して用いている。
他者の手
を借りて
行う自己
評価式
19 4 1984
日本保育
学会大会
研究論文
集 37 号
中島・
寺見
5歳児・
7 歳児・
9歳児
質問紙：遠藤（1981）
「SE-I 型（23 項目）」
幼児用自尊心スケール：
Long（1969）
「Nonverbal Method」
エ
自尊感情の傾
向を把握する
ための「他者
評価シート」
東京都教育委員会が，自
尊感情の傾向を把握する
ために作成した「自己評
価シート」を自分で行う
ことが難しい児童 ,  生徒 , 
就学前児のために作成し
た他者評価シート
他者評価
式
24 4 2012
東京都教
職員研修
センター
ホ ー ム
ページ
東京都
教職員
研修セ
ンター
自己評価
を行うこ
とが難し
い児童，
生徒，就
学前児
既存の尺度なし：
研究協力校の授業等を
観察し，観察した行動
等をＫＪ法的な手法で
分類・整理し , 24 項目
にまとめたもの
資料をもとに勝浦が作成
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（ア）幼児の有能感と社会的受容感の測定尺度（桜井・
杉原，1984）
　この尺度は，Harter ＆ Pike（1984）の絵画式自己
概念スケールに習い，一般的有能感，社会的有能感
の 30 項目から成り，①学習面の有能感，②運動面
の有能感，③仲間からの受容感，④母親からの受容
感の 4 つを下位尺度としている（表 3）。
　対象は，幼稚園年長児で，他者の手を借りて行う
自己評価式である。
　手続きは，「①実験者は被験児と向かい合って着
席し，被験児の名前を聞き，記録用紙に記入する。
②実験者は，「きょうはこれからお姉さん（お兄さん）
とここにある絵を使ってゲームをしましょう。この
ゲームは『どっちの子がぼく（わたし）に似ている
かな』というゲームです。お姉さん（お兄さん）は
これから〇〇ちゃん（被験児の名前）に絵の中の男
の子（女の子）が何をしているのかお話していきま
す。良く聞いていて下さいね。」という教示を与え，
まず，練習項目を用いて練習を行う。③練習：実験
者は被験児に絵を見せながら，「（被験児から見て右
の絵を指し）こっちの男の子（女の子）は楽しそう
です。（左の絵を指し）こっちの男の子（女の子）
は悲しそうです。ではこの 2 人の男の子（女の子）
のうちどちらの方があなたに似ていますか。お姉さ
ん（お兄さん）に教えて下さい。」という教示を与え，
被験児がどちらかの絵を選択するのを待つ。被験児
が右の絵を選択したら，実験者はその絵の下の円を
指して，「（大きい円の方を指し）あなたはいつも楽
しいですか。それとも（小さい方の円を指し）とき
どき楽しいですか。」と尋ねる。被験児が左の絵を
選択した場合は，その絵の下の円を指して，「（大き
い円の方を指し）あなたはいつも悲しいですか。そ
れとも（小さい方の円を指し）ときどき悲しいです
か。」と尋ねる。被験児がどちらかの円を選択した
ら実験者はその回答を記録用紙に記入する。④練習
後，30 項目について同様の手順を行う。被験児に
絵（図 1）を示すときは，必ず被験児からみて右の
絵から示すようにし，また絵の選択の後，その下に
ある円を指すときは，必ず大きい方の円から示すよ
うにする。
　信頼性は下位尺度ごとに検討され，相関，α係数
ともに有意であったとしているが．再テスト法によ
る安定性は吟味されていない。また，幼児の自己評
定と担任教師の幼児評定との関連を検討するため
に，担任教師へ質問紙への回答を依頼し，被験児に
対して行った項目の中から下位尺度ごとに 3 項目ず
つ計 12 項目について，4 段階（1 ～ 4 点）で評定を
行っている。結果として，幼児の自己評定値と教師
の幼児評定値の相関は，学習面の有能感が r=.27（p<.
o5），運動面の有能感が r=.24（p<.o5）と 2 つの有
能感尺度では有意であったが，仲間からの受容感
（r=.02，n.s）および母親からの受容感（r=.04，n.s）
の社会的受容感の 2 つの下位尺度では有意でなかっ
たとしている。本研究では本格的な妥当性の検討は
なされていない。
　結果の考察では，項目平均の多くが3.0以上であっ
たことをあげ，その理由として，幼稚園では学業成
績のように子どもの能力を示す客観的指標が少ない
ため他児と比較されることが少なく，比べる能力も
それほど発達していないこと，つまり，自分にどの
程度の能力があるのか的確に把握することができな
いことから，自分自身が満足していれば「よくでき
る」，すなわち有能であるということになるためと
している。また，幼児には自分の行動を否定される
ような失敗経験は少なく，人間が本来もっている能
動的な姿勢があまり歪められていないのではないか
ということ，幼児では「こうありたい」という理想
の自己イメージと現実の自己イメージとの間の区別
があまり明確ではないということをあげている。
図１　絵の例（桜井・杉原 ,1984）
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（ウ）幼児用自尊心スケール（中島・寺見，1984）
　中島ら（1984）は，幼児・児童期の自我形成の過
程を研究する際，幼児，児童の S-E 度を用いること
が有効な手段であるとしながら，この時期を対象と
した S-E 研究は，彼らの限られた語彙力が返答の範
囲を制限するため極端に制限されているとしてい
る。そこで，従来用いられていた質問紙法と言語能
力によって反応内容が左右される部分の少ない非言
語的手法（Long ら，1967）を改訂し，4 つの大き
さの異なる円に自分を投影させる SECT（Self-Esteem 
Circle Test）をもとに幼児の自尊心の測定を試みて
いる。質問紙は，遠藤（1981）の S-E-I 型（23 項目）
を幼児，児童の生活経験に合わせて表現をかえ，さ
らに項目分析により低い相関値を示す 4 項目をはず
し 19 項目に構成し直したものを使用している（表
4）。さらにLongら（1967）の研究に基づき中島（1982）
の作成した SECT（Self-Esteem Circle Test）の 2 種
類が分析対象の尺度として用いられた。SECT は，
図 2 に示すように，4 つの大きさの異なる円が提示
され，どの円が自分だと感じるかを位置づけさせる
ものである。
対象は，5 歳児，7 歳児，9 歳児で，5 歳児は，他者
の手を借りて行う自己評価式，である。7 歳児，9
歳児は，自己評価式である。
　手続きとして，「7・9 歳児群には，質問項目冊子
を配布して，集団でこれらの項目への評定を求めた
が，5 歳児では，実験者との個人面接で，冊子に印
刷された教示内容を実験者が読みあげ，その都度，
自分と思われる大きさの円に色をつけるという反応
が促された」としている。
　信頼性・妥当性について，中島ら（1984）は「5
歳児，7 歳児，9 歳児を対象とした調査結果から，
S-E の程度と円の位置の関連はうかがえるが，S-E
を測定しうる尺度としての検討は十分になされてい
ない」としている。
　結果の考察では，5 歳児においては全くランダム
に円内への「自己」記入がなされていたことや，5
歳児群の SECT 各位置間に S-E の有意な差が見られ
なかったため，低年齢児の S-E スケールとして
SECT を使うことには疑問の余地があることを示
し，彼らの S-E 度をはかるには他の工夫が考えられ
るべきであるとしている。
表３　幼児の有能感と社会的受容感の測定尺度
下位尺度 /項目No. 項目内容
一般的有能感
Ⅰ．学習面の有能感
1. パズルができるか
5. 絵を描くのが上手か
13. 数を数えるのが上手か
17. かるたをとれるか
21. 自分の名前を読めるか
25. いろんな曜日を言えるか
29. 自分の名前をひらがなで書けるか
Ⅱ．運動面の有能感
3. ブランコをこげるか
7. ジャングルジムに登るのが上手か
11. ひもをちょうちょ結びにできるか
15. スキップが上手か
23. 片足でケンケンするのが上手か
27. でんぐり返しができるか
30. まりを続けてつけるか
社会的受容感
Ⅲ．仲間からの受容感
 2. いっしょに遊べる友だちがいるか
 6. 家に遊びに来る友だちがいるか
10. いっしょにゲームをする友だちがいるか
14. 幼稚園の庭でいっしょに遊ぶ友だちがいるか
18. 友だちにいっしょに遊ぼうと誘われるか
22. 友だちの家へ遊びに行くか
26. なくし物をしたとき，いっしょに探してくれる友だちがいるか
Ⅳ．母親からの受容感
 4. お母さんは笑いかけてくれるか
 8. お母さんは行きたいところに連れていってくれるか
12. お母さんは好きな食べ物をつくってくれるか
16. お母さんは本を読んでくれるか
20. お母さんは遊んでくれるか
24. お母さんは話をしてくれるか
28. お母さんはほめてくれるか
桜井，杉原（1984）をもとに勝浦が作成
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（エ）自尊感情の傾向を把握するための他者評価シー
ト（東京都教職員研修センター，2012）
　東京都教職員研修センターが，平成 20 年度から
平成 24 年度にかけて，研究協力校および大学との
連携のもと，子どもの自尊感情や自己肯定感を高め
ていこうとする取組の中で作成された。子どもたち
の自尊感情の傾向を把握するために作成された「自
己評価シート」と，東京都特別支援教育推進計画第
3 次実施計画の基本理念を踏まえ，自己評価を自分
で行うことが難しい児童，生徒，就学前児の自尊感
情の傾向をはかるために作成された教師向けの「他
者評価シート」がある。今回は，就学前児を対象と
している「他者評価シート」の内容確認を行う。こ
の「他者評価シート」は，既存の尺度を使用したも
のではなく，「研究協力校の授業等を観察し，観察
した行動等を KJ 法的な手法で分類・整理し，24 項
目にまとめたもの」とされている（表 5）。項目は，
①人への働き掛け（4 項目），②大人との関係（3 項
目），③友達との関係（3 項目），④落ち着き（4 項目），
⑤意欲（4 項目），⑥場に合わせた行動（6 項目）で
構成され，各項目に 2 つずつ具体的な姿が示され，
具体的な姿に照らし合わせてチェックできるように
なっている。
　対象は，自己評価を自分で行うことが難しい児童，
生徒，就学前児であり，他者評価式である。
　手続きは，「①子どもの人数分の「自尊感情の傾
向を把握するための他者評価シート」を用意する。
②授業中や休み時間などの子どもの現在の状況につ
いて教師が回答する。③各項目を読み，「4 あては
まる」「3 どちらかというとあてはまる」「2 どちら
かというとあてはまらない」「1 あてはまらない」
の中から，子どもの状況に近い番号に○を付ける。
④各項目には，イメージを補うために「具体的な姿」
が示されているので参考にする。2 つずつ記載され
ている「具体的な姿」のどちらか一つ，あるいは，
両方が満たされていなければならない訳ではない。
対象の子どもの具体的な活動場面等を想起する際の
参考例として活用する」とされている。
表 4　遠藤（1981）の S-E-I 型改訂版（中島・寺見，1984）
1 . あなたは，まわりのともだちにくらべて，自分はだめだなとかんじることがありますか。
2 . あなたは，自分がわるいからしっぱいしたんだとかんじることがありますか。
3 . あなたは，自分はだめだなあとおもって，どうしたらいいかわからなくなることがありますか。
4 . あなたは，自分が自分でいやになることがありますか。
5 . あなたは，自分には，うまくできることがなにもないなあという気もちになることがどのくらいありますか。
6 . あなたは，ほかのおともだちとうまくあそんだり，いっしょにべんきょうしたりすることができるかどうかをしんぱいしますか。
7 . あなたは，せんせいのつけるせいせき（いわれることば）をどれくらい気にしますか。
8 . あなたは，ほかの人があつまってはなしあっているへやに自分ひとりではいるとき，どきどきしたり，いやだなあとかんじますか。
9 . あなたは，人まえにでるとどきどきしたり，はずかしくなりますか。
10. あなたは，クラスのおともだちのまえでしゃべらないといけないとき，うまくいくかどうかしんぱいしますか。
11. あなたは，ほかの人がみているところでゲームやスポーツをして，ぜったいにかちたいとき，どれくらいからだがかたくなったり，
あがったりしますか。
12.あなたは，おともだちやほかの人から，自分がべんきょうのできる子にみられているか，できない子にみられているか，気になりますか。
13. 人といっしょにいるとき，あなたは，どんなことをはなせばよいか，わからなくなることがありますか。
14. ものすごいしっぱいやばかにされるような大きなしっぱいをしたとき，あなたは，どれくらいながく，そのことを気にしますか。
15. ほかの人が，あなたといっしょにいることをよろこんでいるかどうか，あなたは気にしますか。
16. あなたは，はずかしくてどうにもならないとおもうことがありますか。
17. 自分のいけんとちがう人といいあっているとき，あなたは，あいてが自分のことを，どんなふうにおもっているか，気になりますか。
18. おともだちやしっている人の中に，あなたのことをよくおもっていない人がいるかもしれないとかんがえるとき，あなた
はそのことをどれくらい気にしますか。
19. ほかの人が，あなたのことをどんなふうにかんがえているかということが，あなたは，どれくらい気になりますか。
あなただとおもう〇をひとつだけぬってください。
図2　中島,寺見（1982）のSECT（Self-Esteem 
Circle Test）をもとに勝浦が作成
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　妥当性の検討について，「自尊感情や自己肯定感
に関する研究（第 3 次）」での記述により，平成 21
年度（第 2 次）に「自己評価シート」と M. ローゼ
ンバーグの自尊感情尺度との関連妥当性は調査され
ているが，他者評価シートについては明記されてい
ない。また，「他者評価シート」について，「この評
価項目は，自尊感情を測定する尺度そのものではな
いが，子どもの行動観察によって，自尊感情の傾向
を把握することができる」としている。そのため，
自尊感情の傾向を把握するための他者評価シートで
得られた結果は，単に得点の高低を見るのではなく，
子どもの指導の手立てとなるように活用することが
推奨されている。
　
表５　自尊感情の傾向を把握するための「他者評価シート」
No 観点 項目 具体的な姿
1 ①
  人への働き掛け
自分から友達に働き掛ける。
□自分から友達に話し掛けたり，一緒に遊んだりしている。
□ 友達の使っている物を貸してほしい時や友達と遊びたい時など，自分から友達に言葉掛
けなどをしている。
2
日常的に交流の少ない相手にも関わ
る。
□学校に来た人などに挨拶している。
□学級以外の教員や友達に会った時に，相手の質問に応じたり，話し掛けたりしている。
3
自分の思いや意見を何らかの手段で
表現する。（手段：表情，身振り，音
声や簡単な言葉，補助手段など）
□やりたいことや，やって欲しいこと，欲しい物などを，表情や身振りで相手に伝えている。
□やりたいことや，やって欲しいこと，欲しい物などを，音声や簡単な言葉で表現している。
4 集団の中で意欲的に行動する。
□みんなの前に出て活動に参加している。
□友達や教員の動きを見て，自分でも挑戦している。
5
②
  大人との関係特定の大人を信頼して心を開く。
□担任や保護者など特定の大人が近くにいることで，落ち着いて取り組んでいる。
□担任や保護者など特定の大人に自分の気持ちを伝えたり，大人の話を聞いたりしている。
6 大人との関わりを受け入れる。
□担任以外の教員などの大人の話を聞いている。
□担任以外の教員などの大人からの言葉掛けで，一緒に活動している。
7 自分から身近な大人に関わる。
□自分から家族や教員に，話し掛けたり，遊んだりしている。
□自分の知っている大人に話し掛けたり，相手の顔を見たりしている。
8
③
  友達との関係友達との関わりを受け入れる。
□友達の話を聞いている。
□友達からの言葉掛けで，一緒に活動している。
9 友達のことを考えて発言する。
□友達を励ましたり認めたりするなど，相手の気持ちになって言葉掛けをしている。
□やってはいけないことを注意するなど，友達のためになることを助言している。
10 友達のことを考えて行動する。
□友達が困っているとき助けるなど，友達のためになることをしている。
□友達の気持ちを察して，自分勝手な行動をしない。
11
④
  落ち着き
自分から気持ちを立て直す。
□気持ちの高ぶっているときなどに，自分で気持ちを落ち着かせている。
□嫌なことや苦手なことなどに対して，気持ちを整えて取り組もうとしている。
12
これまでできなかったことに取り組
む姿勢が見られる。
□学習や係活動などで，一人で取り組めることが増えている。
□教員や友達など，人との関わり方がよくなってきている。
13
一つのことを最後まで取り組む姿勢
が見られる。
□学習や係活動などで，分担の仕事を教員から指示を受けてやり遂げようとしている。
□学習や係活動などで，分担の仕事を自分でやり遂げようとしている。
14 自分の行動を自分で決める。
□学習や係活動などで，やりたいことを自分で選択している。
□学習や係活動などで，やることを分かって取り組んでいる。
15
⑤
  意欲
肯定的な言葉掛けにより安定する。
□褒められることにより，気持ちが落ち着く。
□ 失敗したり叱られたりして，気持ちが沈んだりしていても，励まされることで気持ちが
落ち着く。
16
肯定的な言葉掛けにより嬉しそうに
する。
□褒められることにより，笑顔になったり，嬉しそうな様子が見られたりする。
□自分の行いが認められることで，嬉しい様子を身体で表現している。
17
新しいことができると嬉しそうにす
る。
□ 新しい学習や活動などに取り組むことができたとき，笑顔になったり，嬉しそうな表情
になったりしている。
□ これまでできなかったことができたとき，笑顔になったり，嬉しそうな表情になったり
している。
18
肯定的な言葉掛けにより次への意欲
につながる。
□褒められることで，自分から次の課題に取り組もうとしている。
□自分の行いが認められることで，学習や係活動などに意欲的に取り組む。
19
⑥
  場に合わせた行動
相手の要求を受け入れる。
□欲しいものが友達と重なったときに，友達に譲っている。
□自分の本意でなくても，友達や教員から頼まれたら，断らずに取り組む。
20 相手の指示を受け入れる。
□授業中や授業以外のときに，教員の言うことに従っている。
□自分の本意でなくても，教員や友達から言われたことを理解し，断らずに取り組む。
21 ルールを守って行動する。
□ 身の回りのものを所定の場所に置いたり，列に並んで順番を待ったりするなど，決まり
を理解して行動している。
□他人の持ち物を勝手に使わないなど，してはいけないことを守っている。
22 集団の雰囲気になじんでいる。
□集団の活動の中で，友達がしていることに関心をもっている。
□集団の活動の中で，友達と共に活動している。
23 集団の活動に合わせて行動する。
□集団の活動の中で，早くやりたくても自分の順番を待っている。
□集団の活動の中で，教員や友達を見て，みんなと合わせた動きをしている。
24 状況に応じて臨機応変に行動する。
□予期しない事態になっても，気持ちを落ち着けて，状況に応じて行動している。
□ 自分の順番でも困っている友達に譲ったり，自分の欲しい物でも下級生に譲ったりして
いる。
東京都教職員研修センター（2012）自尊感情や自己肯定感に関する研究（第４年次）をもとに勝浦が作成
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Ⅳ　まとめ
１　自尊感情の定義　
　自尊感情の定義に関連する用語として，「自己評
価」，「肯定的」，「価値」，「2 つの側面」，「自己受容」
の 5 つのキーワードが示された。自尊感情の定義の
一つである「自己に対する評価感情で自分自身を価
値あるものとする感覚（遠藤，1999）」や「自己に
対する肯定的な評価や感情（新谷，2017）」に表さ
れるように，「肯定的」，「価値」は，「自己評価」に
付随して述べられるものであると考えられるため，
ここでは，「自己評価」，「2 つの側面」，「自己受容」の
観点から幼児期の自尊感情の定義について検討する。
　「自己評価」について桜井ら（1984）が，「幼児で
はこうありたいという理想の自己イメージと現実の
自己イメージとの間の区別があまり明確ではない」
と述べているように，幼児が自分自身を客観的に捉
え，評価することは難しいと考えられる。しかし，
自分自身のことは分かりにくくても，他者と比較す
ることができる部分（走ることが速い，ピアノが弾
けるなど）については，優劣を感じる場合があるこ
とが想像される。これは，「2 つの側面」にも関連
するが，近藤（2007）が述べた「他者との相対的な
優劣で高まったり低まったりする社会的自尊感情」
にあたる。近藤（2013）は社会的自尊感情について，
「場や状況に支配される感情」であり，「他者との比
較で自分の優れている点を焦点化，過度な意識化」
させて自尊感情を育むことについて懸念を示してい
る。また，子どもたちに必要であるのは，「絶対的，
無条件に自らの存在を認める基本的自尊感情」であ
るとし，「基本的自尊感情は，成功や優越とは無関
係の感情であり，あるがままの自分を受け入れ，自
分をかけがえのない存在として，丸ごとのままに認
める感情である」と述べている。M. ローゼンバー
グ（1965）が，他者との比較による優越性から生ま
れる「とてもよい（very good）」と自己を受け入れ
る「これでよい（good enough）」の 2 つの側面に触れ，
「これでよい（good enough）」と感じることが自尊
感情の高さを示すとしていることからも，他者との
比較によって自己を評価するのではなく，あるがま
まの自分でよいと感じることが重要であると考えら
れる。山崎（2017）は，「内発的動機づけ，自己信
頼心，他者信頼心のすべてが高まった性格である自
律的自尊感情」をあげ，「自律的自尊感情は，生後
2 年ほどでその基盤ができあがり，母親との関わり
の中で，少し泣くと自分の思い通りになるという体
験を重ねることで自分への自信や有能感を高め，母
親への信頼感を基盤に他者信頼を高める」という自
尊感情プロセスについて述べている。また，「母親
の献身的な無条件の愛によって，赤ん坊のやりたい
ようにやらせるという姿勢で内発的動機づけが守ら
れる」としている。
　「幼稚園教育要領（2018）第 2 章 3 節 身近な環境
との関わりに関する領域・環境」において，「幼児
の周囲には，園内や園外に様々なものがある。～幼
児はこれらの環境に好奇心や探究心をもって主体的
に関わり，自分の遊びや生活に取り入れていくこと
を通して発達していく」とある。主体性とは，対象
に対して自分から働きかけることを指すが，この主
体性は「自分のやりたいことを自分から」という点
で，内発的動機づけと近い意味合いをもつと考えら
れる。また，「幼稚園教育要領（2018）序章」では，
「幼児が積極的に周囲に目を向け，関わるようにな
るには，幼児の心が安定していなければならない。
心の安定は，周囲の大人との信頼関係が築かれるこ
とによって，つくり出されるものである」とされて
いる。これらのことから，保育者は，幼児が無条件
に自己を信頼し，他者を信頼し，安定した心で主体
的に物事に関わることができるような自尊感情を育
んでいくことが大切であると考えられる。
２　幼児用自尊感情尺度
　現在確認されている幼児用自尊感情尺度の概観か
ら見えてきた，幼児用自尊感情尺度作成時における
課題について整理する。
　まず，形式として，「自尊感情の傾向を把握する
ための他者評価シート（東京都教職員研修センター，
2012）」以外の尺度は，他者の手を借りて行う自己
評価式であった。絵を提示して質問内容の理解を促
したり（桜井・杉原，1984），円に色を塗ることで
自己を表現させようとしたりするなど（中島・寺見，
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1984），幼児の興味に沿った工夫がなされていた。
しかし，中島（1984）が，「5 歳児においては全く
ランダムに円内への「自己」記入がなされていた」
と報告したように，実験者が予想したような結果は
得られなかったようである。澤田（2011）が，「幼
児期は語彙数が少ないうえ，自己中心的思考が特徴
で，ものの本質を考える能力に乏しく，思考の一貫
性を保つことが難しい時期である」と指摘している
ことからも，自己評価式は避けるべきであると考え
られる。一方，他者評価式を用いている 「自尊感情
の傾向を把握するための他者評価シート（東京都教
職員研修センター，2012）」は，教師の使用を想定
して作成されているため，保護者の使用に関して，
分かりにくい点があることが予想される。「平成 22
年度自尊感情や自己肯定感に関する研究（第 3 年
次）」の幼児に関する記述では，「幼児期においては，
幼児と関わる教員が自尊感情測定尺度の項目を踏ま
え，幼児の言動等から自尊感情の傾向を把握するよ
うにした。また，保護者にはこれらの項目について
自分の子供がどのように見えるか，質問紙法で把握
してもらうなどの活用もしている」とされているが，
保護者が使用する場合には，チェックリスト文言の
補足説明や，園生活で見られる姿への書き換えなど，
保護者が子どもの様子を想起することができるよう
な工夫が必要であると考えられる。
　妥当性，信頼性については，確認，検討や，安定
性をはかる再テストが十分になされていない実情が
明らかになった。使用の範囲を広げるためには，妥
当性，信頼性，安定性の確認を行い，信頼できる尺
度を開発することが必須である。また，「自尊感情
の傾向を把握するための他者評価シート（東京都教
職員研修センター，2012）」に関する報告書におい
ては，教育現場での活用を目的としたものであるた
めか，妥当性，信頼性についての記述が十分確認で
きなかった。「この評価項目は，自尊感情を測定す
る尺度そのものではないが，子どもの行動観察に
よって，自尊感情の傾向を把握することができる」
と記載されていることに配慮しながら，「自尊感情
の傾向を把握するための他者評価シートで得られた
結果は，単に得点の高低を見るのではなく，子ども
の指導の手立てとなるように活用する」ことを重要
視し，幼児用自尊感情尺度を扱う際には，単に自尊
感情の高低について議論するのではなく，自尊感情
を育む保育をどのように行うべきかという観点で捉
え，保育者や保護者の保育の振り返りとして使用す
る姿勢が大切であるということが示唆された。
　本稿では，国内の書籍，文献を中心に概観を行っ
たため，海外の文献を十分に検討できていないこと
が考えられる。特に，幼児用自尊感情尺度において
は，作成年代が古いものが多いことから，最新の研
究の動向について気を留め，知見を広げていく必要
がある。
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抄 録
　本稿では，「自尊感情」という言葉がどのような意味合いをもって定義づけられているのかを探るとともに，
幼児用自尊感情尺度の特徴や課題について明らかにするために，文献の概観を行った。結果として，以下の
ことが示された。
　自尊感情の定義では，「自己評価」，「肯定的」，「価値」，「2 つの側面」，「自己受容」の 5 つのキーワード
が得られた。
　幼児用自尊感情尺度では，現在の尺度は自己評価式が多く，幼児が使用するのは難しいこと，妥当性，信
頼性，安定性の検討が十分になされていないことがあげられる。また，自尊感情尺度を使用する際には，自
尊感情の高低のみに着目するのではなく，保育者や保護者の保育の振り返りとして使用する姿勢が大切であ
るということが示唆された。
　保育者や保護者が幼児の自尊感情の育ちに留意した保育を行うことができるよう，これらの結果を踏まえ
た幼児用自尊感情尺度の開発が望まれる。
キーワード：自尊感情　幼児用自尊感情尺度　保育　概観
